










別表１　パブリック・コメント手続  「総合評価表」

令和５年度

№

1
宝塚市地域包括ケア推進プラン（宝塚市
高齢者福祉計画・第９期宝塚市介護保険
事業計画）（素案）

〇　概要版をはじめ全体としてコンテンツごとにまとめられており計画内容が理解しやすい。図表やデータを用いて計画内容を分かりやすく作成されている。
〇　参考資料として、専門用語集が添付されていて計画内容を理解するためにとても役立った。
〇　一方、この参考資料の存在が概要版で記されていないことは、市民の計画に対する理解を妨げられるおそれがある。
〇　意見募集に係る結果一覧表の文字が小さく見づらい。また、市民の意見に対する市の回答が「コピー＆ペースト」をしているなど、回答について適切にかつ丁寧にすべきで
ある。
〇　概要版は良くできているが、行間を変えているなど不揃いな行間となっていることから、見づらくなっているので、一層の工夫が必要である。

2
宝塚市障害福祉計画（第７期計画）
宝塚市障害児福祉計画（第３期計画）
（案）

〇　市民からの意見に対して市の回答が丁寧になされ、計画に反映している点が多くあることは、適切に市民の声に対して耳を傾けられており評価できる。
〇　概要版を障碍（がい）のある方を対象に作成していることが評価できる。しかし、全ての文言にルビを付することでより読みづらいものとなっている。ルビの振り方に工夫
が必要である。
〇　概要版は全体的に分量が多く、情報量も多くなっている。効果的に図表を利用するなどもう少しコンパクトにする工夫が必要である。
〇　キャッチコピーが計画内容を的確に示されていない。もう少し計画内容に適したキャッチコピーにするよう工夫が必要である。
〇　前計画との間で何が成果としてできたこと、何が達成できなかったのかを踏まえて市は何をしようとしているのかをＰＤＣＡが回っているのか、読み取れなかった。

3
宝塚市国民健康保険第３期データヘルス
計画・第４期特定健康診査等実施計画
（案）

〇　様々なデータを文字ばかりではなく、棒グラフなどの図表を用いて分かりやすく作成されている。
○　概要版の内容は充実しているが、読みやすさの点で伝える努力、ルビの振り方など伝える努力をする必要がある。
〇　計画には専門用語が多くあるが、専門用語を分かりやすく説明したり、専門用語集がある旨を概要版に記載するなど市民の理解に寄り添った工夫が必要である。
〇　計画では課題の指摘はあるが、課題に対する解決策を示されておらず、内容的に不十分なものとなっていると言わざるを得ない。

4
宝塚市子どもの読書活動推進計画（第
４期）（案）

〇　全体的に大きな文字を用いていて、写真を効果的に使用している点が、評価できる。
〇　文章も箇条書きで書かれていて、分かりやすく、読みやすいものとなっている。
〇　概要版はコンパクトに作成したようであるが、内容がわかりにくく、計画の構造が見えない、ポイントが的確に示されていない。例えば、書くべきことを書く、現状と課題
などの情報を削りすぎているなどが分かりにくいものとしているのではないか。
〇　計画に関するデータが少なく、この指標を見るとこの成果が分かるなどポイントのまとめ方に工夫が必要である。
〇　市民の意見に対して市の回答が十分に説明されていないもの、消極的な回答であるものなどが散見される。具体的で、より積極的な回答が必要である。

5 宝塚市立病院経営強化プラン（案）

〇　概要版は、文字も見やすく、論理的に整理して作成されている。しかし、概要版に記載するべきことと記載しなくてもよい事項の取捨選択するべきである。
〇　病院の経営状況を示すデータや指標があるが、市民にとっては専門性が高く理解するよりも、市民の手に取って貰えない要素となりえる。
〇　市のコメントとして、総じて丁寧に回答している。回答しづらい内容であるものもあるが、丁寧に回答しているものとそうでないものの差が大きいものが散見される。
〇　詳細なデータを用いて説明する姿勢は十分理解できるが、市民が容易に理解できるような資料を作るよう工夫が必要である。
〇　市民の意見に対しての「原案のとおりとします」の回答について、計画に盛り込むことができるものもあったのではないか、また、その方向で考えるという姿勢がないと感
じられるものもあった。

6
やさしいたからづか推進計画（第２
期）（案）～宝塚市自殺対策計画～

〇　文字がフォントが大きく丸みもあり、文章も柔らかく表現されていて、とても読みやすく作られている。
〇　市民の意見に対して、市の回答が比較的丁寧に対応できている。
〇　キャッチコピーが計画内容を正確に表しておらず、伝えたいポイントがぼやけてしまっており、もう少し表現方法に工夫が欲しい。
〇　概要版は、内容的に情報量が多く読みづらく、計画の主旨や課題が伝わりにくくなっている。また、計画は、自殺者数の推移、原因の記載しかないので、目的・目標が見えづらくなっているた
め、一層の工夫が必要である。
〇　概要版は、本編の要約ではない。また、課題がどこにあるのか、前回の計画からどこがどのように変わりどんな成果があったのかなどを記載するよう工夫すべきである。、

7
ＪＲ武田尾駅周辺地区バリアフリー基
本構想（案）

〇　概要版は、Ａ３版で分かりやすく、読みやすく作成されていることが評価できる。
〇　市のコメントとして、総じて丁寧に回答している。また、要望に近い市民からの意見に対して不誠実な回答はなかった。
〇　計画本編は、分かりやすく作成されており、策定審議会の構成名簿が添付されていることはよい。
〇　キャッチコピーがバリアフリーを含めて誤解を招く可能性があるので、その趣旨につながるようなキャッチコピーとなるような工夫が欲しい。

6

評価・課題のまとめ




